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近
年
、
気
候
変
動
な
ど
の
影
響
で
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。

　
自
然
は
、
時
に
人
間
の
力
や
想
像
を
超

え
る
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。し
か
し
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
予
防
対
策
を
す
る
こ

と
で
、
そ
の
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着
い
て
行
動

で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
の
正
し

い
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
避
難
方
法
判
断
フ
ロ
ー
（
３
ペ
ー
ジ
）

は
、
皆
さ
ん
が
避
難
を
行
う
際
に
、
ど
こ

に
避
難
し
、
何
に
気
を
つ
け
る
べ
き
か
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
慌
て

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
自
分
が
と
る
べ

き
行
動
を
今
の
う
ち
に
再
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
実
際
に
避
難
す
べ
き
状
況
に
な
っ
た

場
合
は
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
早
め
の

避
難
を
行
い
、
身
を
守
る
行
動
を
取
り

ま
し
ょ
う
。

災
害
対
応
時
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
避
難
所
は「
３
密（
密
集・密
接・密
閉
）」

に
近
い
環
境
と
な
る
た
め
、
避
難
の
際
は

十
分
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
今
後
、
集
中
豪
雨
な
ど
が
発

生
し
た
際
に
は
、
避
難
所
に
お
い
て
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
な
ど
、
衛
生
環

境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

避
難
所
で
の
留
意
事
項

　
避
難
所
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
す

た
め
、
次
の
点
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
マ
ス
ク
の
着
用

◇
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
対
策

◇
身
の
回
り
の
消
毒

◇
マ
ス
ク
、
常
備
薬
、
体
温
計
、
食

料
な
ど
、
自
身
が
必
要
と
す
る
物

品
を
用
意
し
て
お
き
、
避
難
所
へ

持
っ
て
行
く

集
中
豪
雨
に
備
え
て

出典：（一財）消防防災科学センター

安全な場所にいる人は、無理に避難場所に行く必要はありません。

避難方法判断フロー

災害発生後の避難は危険です。早めの避難を心掛けましょう。

安全な親戚・知人宅に避難することも考えてみましょう。

親戚や知人宅への避難
◇避難所での感染リスクの
軽減につながります。
◇日ごろから災害の危険が
ある場合には、避難するこ
とを相談しておきましょう。

ハザードマップを見て、自宅
は災害の危険があるか。

ハザードマップで危険と示さ
れていなくても、低い土地や
崖のそばなどに住んでいる人
は、必要に応じて避難します。

災害の危険があるため、原則と
して、自宅の外へ避難します。

安全な場所に住んでいる親戚
や知人がいるか。

垂直避難
浸水害の場合、家の２階など上
層階へ避難する垂直避難も有効
です。
※土砂災害の場合は、垂直避難
では身を守ることができない
可能性が高いため、自宅の外
へ避難します。

避難所への避難
感染症対策に気をつけて早め
に避難しましょう。
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出典：（一財）消防防災科学センター
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